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豊
科
地
域
文
化
祭
が
10
月
31
日
か
ら

11
月
17
日
ま
で
2
会
場
で
開
催
さ
れ

た
。

　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ
う
」

で
10
月
31
日
か
ら
11
月
4
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
「
菊
花
展
」
に
は
、
丹
精
こ
め

て
育
て
た
菊
花
が

数
多
く
出
展
さ
れ

た
。
好
天
に
恵
ま

れ
回
廊
中
庭
の
菊

が
ひ
と
き
わ
き
れ

い
で
あ
っ
た
。
出

展
す
る
ま
で
に
長

い
時
間
と
手
間
を

か
け
た
苦
労
が
報

わ
れ
た
瞬
間
で
あ

る
。

　

11
月
2
日
か
ら
4
日
は
「
書
道
展
」

「
華
道
展
」「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
展
」
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
来
場
者

が
あ
っ
た
。今
年
は
3
つ
の
展
示
が「
き

ぼ
う
」
会
場
で
同
時
に
開
催
と
な
っ
た

た
め
、
昨
年
と
は
趣
が
異
な
り
、
書
と

花
が
見
事
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
新
鮮
な

感
じ
を
受
け
た
。

　

2
日
と
3
日
は

2
階
の
ロ
ビ
ー
で

茶
会
も
行
わ
れ
、

来
場
者
に
お
茶
が

振
る
舞
わ
れ
た
。

　

豊
科
公
民
館
大

ホ
ー
ル
で
は
、
11

月
３
日
に
「
芸
能

発
表
会
」
が
行
わ

　

三
郷
地
域
文
化
祭
「
三
郷
祭
」
が
、

台
風
19
号
の
た
め
日
程
を
変
更
し
て
10

月
19
日
か
ら
12
月
8
日
ま
で
開
催
さ
れ

た
。

　

10
月
19
日
、三
郷
中
学
校
講
堂
で「
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
「
安

曇
野
市
歌
」
を
み
ん
な
で
歌
い
ス
タ
ー

ト
し
た
。
三
郷
小
学
校
吹
奏
楽
部
・
合

唱
部
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
演
奏
に
は
じ
ま
り
、

長
年
活
動
を
続
け
て
い
る
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
の
美
し
い
歌
声
が
響
い
た
。
ま

た
尺
八
・
マ
リ
ン
バ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ベ
ル
・
コ
カ
リ
ナ
・
フ
ル
ー
ト
な
ど
多

様
な
楽
器
の
音
色
を
楽
し
ん
だ
。
１
・

2
年
生
の
新
体
制
で
初
め
て
の
ス
テ
ー

ジ
と
な
っ
た
三
郷
中
学
校
合
唱
部
・
吹

奏
楽
部
の
演
出
で
会
場
は
盛
り
上
が

り
、
最
後
は
全
員
で
「
信
濃
の
国
」
を

歌
っ
た
。
昨
年

か
ら
参
加
し
て

い
る
フ
ル
ー
ト

4
重
奏
の
「
涸

沢
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
」
代
表
の
馬

場
範
子
さ
ん
は

「
み
な
さ
ん
し

っ
か
り
注
目
し

て
聴
い
て
く
れ

る
の
で
、
緊
張

し
た
け
れ
ど
楽

し
く
演
奏
で
き

ま
し
た
」
と
笑

顔
で
語
っ
た
。

　

10
月
29
日
か

れ
た
。
あ
づ
み
の

太
鼓
保
存
会
の
演

奏
を
皮
切
り
に
22

団
体
の
発
表
が
続

い
た
。
豊
科
北
中

学
校
の
「
よ
さ
こ

い
」
は
、
踊
り
手

の
人
数
も
多
く
迫

力
が
あ
っ
た
。
ど

の
グ
ル
ー
プ
で

も
、
年
々
高
齢
化

が
進
み
次
世
代
に

ど
の
よ
う
に
継
承

し
て
い
く
か
が
課

題
で
あ
る
が
、
次

世
代
を
担
う
小
・

中
・
高
校
生
の
出

演
は
毎
年
楽
し
み

で
あ
り
頼
も
し
く

感
じ
る
。

　

美
術
・
一
般
作

品
展
示
は
11
月
8
日
か
ら
10
日
ま
で
行

わ
れ
た
。
公
民
館
の
入
口
に
は
懸
崖
菊

な
ど
各
種
の
菊
が
飾
ら
れ
、
入
口
い
っ

ぱ
い
に
香
り
が
漂
い
、
精
力
的
な
作
品

が
多
く
見
ご
た
え
が
あ
る
文
化
祭
を
盛

り
上
げ
た
。

　

11
月
16
日
に
は
短
歌
大
会
、
17
日
に

は
俳
句
大
会
が
行
わ
れ
た
。
両
大
会
は

他
地
域
に
な
い
も
の
で
あ
り
、
特
に
俳

句
大
会
の
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
は
、
年
々
投

句
数
が
増
え
、
今
年
は
２
０
０
０
句
を

越
え
た
。

　

昨
年
は
3
会
場
で
開
催
し
た
が
、
１

会
場
減
ら
し
て
2
会
場
で
の
開
催
と
し

た
こ
と
で
、
来
場
者
の
利
便
が
図
ら
れ

来
場
者
数
が
昨
年
よ
り
増
え
た
よ
う
だ
。

ら
11
月
2
日
ま
で
は
、
三
郷
公
民
館
ロ

ビ
ー
で
「
菊
花
展
」
が
開
催
さ
れ
、
小

菊
盆
栽
会
の
か
わ
い
ら
し
い
盆
栽
づ
く

り
を
中
心
に
、
大
小
の
菊
花
が
訪
れ
る

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

11
月
2
日

に
は
三
郷
公

民
館
講
堂
で

「
芸
能
発
表

会
」
が
行
わ

れ
、
日
頃
の

練
習
の
成
果

を
18
団
体
が

披
露
し
た
。

市
の
無
形
文

化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る

上
長
尾
の
獅

子
舞
を
保
存
会
が
会
場
を
練
り
歩
き
迫

真
の
演
技
を
披
露
し
た
。

　

会
議
室
で
は

三
郷
小
学
校
の

茶
道
ク
ラ
ブ
に

よ
る
お
点
前
が

行
わ
れ
、
お
抹

茶
を
頂
く
の
が

初
め
て
と
い
う

小
さ
い
子
ど
も

た
ち
も
「
ち
ょ

っ
と
苦
い
け
ど

お
い
し
い
」
と
味
わ
っ
て
い
た
。

　

12
月
7
日
・
8
日
に
日
程
を
変
更
し

た
「
文
化
産
業
展
」
は
、
会
場
を
三

郷
公
民
館
に
移
し
て
の
開
催
と
な
っ

た
。
初
め
て
出
展
す
る
団
体
も
含
め
て

７
０
０
点
を
超
え
る
出
展
が
あ
り
、
会

場
は
盛
り
上
が
っ
た
。

豊　

科

三　

郷
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穂
高
文
化
祭
は
10
月
18
日
か
ら
11
月

10
日
ま
で
、
２
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

穂
高
会
館
会
場
で
は
、
11
月
２
日
か

ら
４
日
ま
で
「
総
合
美
術
展
」「
高
齢

者
作
品
展
」「
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」「
芸

能
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
総
合
美
術
展
」
は
、
穂
高
総
合
体

育
館
ア
リ
ー
ナ
に
拾
ヶ
堰
紹
介
・
彫
刻
・

生
け
花
・
絵
画
・
書
道
・
押
し
花
・
写

真
や
穂
高
地
域
の
小
・
中
・
高
校
生
の

美
術
作
品
な
ど
、
様
々
な
作
品
が
展
示

さ
れ
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
て
い
た
。

安
曇
野
の
ビ
デ
オ
放
映
コ
ー
ナ
ー
や
お

茶
を
サ
ー
ビ
ス
す
る
茶
席
も
あ
っ
た
。

　
「
高
齢
者
作
品
展
」
で
は
、
会
場
役

員
が
ぜ
ひ
こ
れ

を
見
て
く
だ
さ

い
と
、
す
べ
て

爪
楊
枝
で
作
っ

た
と
い
う
力
作

の
「
碌
山
美
術

館
」
を
紹
介
し

て
く
れ
た
。

　

講
堂
で
は
、

２
日
に
「
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」、
３
日

に「
芸
能
ま
つ
り
第
一
部
」、４
日
に「
芸

能
ま
つ
り
第
二
部
」を
開
催
し
た
。「
カ

ラ
オ
ケ
発
表
会
」
に
は
41
人
が
出
演
し

自
慢
の
喉
を
披
露
し
て
い
た
。

　
「
芸
能
ま
つ
り
第
一
部
」で
は
、詩
吟
・

歌
謡
吟
詠
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
日
本
舞
踊
・

ダ
ン
ス
・
民
謡
な
ど
38
団
体
が
出
演
し
、

様
々
な
演
目
で
観
衆
を
堪
能
さ
せ
て
く

れ
た
。
一
青
窈
さ
ん
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を

　

堀
金
地
域
文
化
祭
は
10
月
25
日
か
ら

27
日
ま
で
「
文
化
展
」、
26
日
に
「
堀

金
芸
能
祭
」、
11
月
3
日
に
「
堀
金
一

周
駅
伝
大
会
」
を
行
っ
た
。

文
化
展

　
「
文
化
展
」

に
は
、
華
道
・

書
道
・
絵
画
・

写
真
や
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
・
郷
土
史

研
究
・
短
歌
・

俳
句
等
が
出
品

さ
れ
た
。
堀
金
認
定
こ
ど
も
園
児
の
工

作
や
小
学
生
の
絵
画
・
書
道
・
工
芸
作

品
、
中
学
生
の
木
工
や
キ
ル
ト
作
品
等

の
授
業
で
の
力
作
が
展
示
さ
れ
て
い

た
。
堀
金
公
民
館
の
菊
づ
く
り
講
座
の

作
品
や
、
地
区
公
民
館
の
女
性
部
が
主

体
と
な
っ
た
講
習
会
の
作
品
で
あ
る
ハ

ー
バ
リ
ウ
ム
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
・
押
し
花
等
の
作
品
が
来
場
者

の
目
を
ひ
い
て
い

た
。

堀
金
芸
能
祭

　
「
堀
金
芸
能
祭
」

は
、
合
唱
・
詩
吟
・

舞
踊
・
楽
器
演
奏
・

紙
芝
居
・
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
劇
・
ダ
ン

ス
等
の
22
演
目
の

発
表
が
あ
っ
た
。

堀
金
小
学
校
合
唱

部
は
「
も
み
じ
」

ハ
ワ
イ
の
シ
ン
ガ
ー

が
ハ
ワ
イ
語
の
歌
詞

で
カ
バ
ー
し
た
と
い

う
曲
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

も
披
露
さ
れ
た
。

　
「
芸
能
ま
つ
り
第

二
部
」
は
、
合
唱
・

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
・
ジ
ャ
ズ
演
奏
・

三
味
線
・
和
太
鼓
・

金
管
演
奏
・
吹
奏
楽

な
ど
、
14
団
体
に
よ

る
素
晴
ら
し
い
音
楽

会
で
あ
っ
た
。
孫
の

演
奏
を
聴
き
に
家
族
で
来
場
し
た
と
い

う
方
が
「
穂
高
西
小
学
校
と
穂
高
南
小

学
校
が
参
加
予
定
だ
っ
た
東
海
小
学
生

バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
台
風
19
号

の
影
響
で
中
止
に
な
っ
た
た
め
、
文
化

祭
で
の
演
奏
を
張
り
切
っ
て
い
る
」
と

教
え
て
く
れ
た
。

　

連
日
盛
況
だ

っ
た
が
、
特
に

第
二
部
の
後
半

に
な
る
と
、
我

が
子
や
孫
の
演

奏
を
見
に
来
た

方
々
な
ど
３
０

０
人
以
上
が
会

場
を
埋
め
尽
く

し
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

穂
高
神
社
会
場
で
は
、
10
月
18
日
か

ら
20
日
ま
で
「
盆
栽
・
山
野
草
展
」、

10
月
27
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
「
あ
づ

み
野
菊
花
品
評
会
」
と
「
穂
高
人
形
・

御
船
祭
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

「
ふ
る
さ
と
」「
未
来
へ
」
を
歌
い
課
外

活
動
の
成
果
を
披
露
し
た
。
堀
金
常
念

太
鼓
の
威
勢
の
い
い
演
奏
や
、
ひ
ま
わ

り
キ
ッ
ズ
・
ひ
ま
わ
り
ジ
ュ
ニ
ア
の
か

わ
い
い
ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
た
。

堀
金
一
周
駅
伝
大
会

　
「
堀
金
一
周
駅
伝
大
会
」
は
地
区
公

民
館
対
抗
競
技
で
、
堀
金
地
域
全
9
地

区
を
中
継
す
る
。
堀
金
支
所
を
発
着
点

と
し
、
小
・
中
学
生
や
一
般
男
女
の
代

表
選
手
が
10
区
間
、全
長
約
１
７
・
７
㌔

の
コ
ー
ス
を
襷
を
繋
ぐ
伝
統
行
事
で
、
堀

金
村
時
代
か
ら
通
算
55
回
を
数
え
る
。

　

倉
田
地
区
が
１
区
を
ト
ッ
プ
で
繋

ぎ
、
中
堀
地
区
が
2
区
か
ら
6
区
ま
で

首
位
に
立
ち
、
7
区
か
ら
10
区
は
倉
田

地
区
が
逆
転
し
て
逃
げ
切
り
激
し
い
優

勝
争
い
を
制
し
連
覇
を
達
成
し
た
。
全

区
間
で
安
定
し
た
走
り
の
田
多
井
地
区

が
2
年
連
続
の
準
優
勝
で
、
躍
進
著
し

い
小
田
多
井
地
区
は
小
・
中
学
生
が
成

長
し
た
姿
を
見
せ
3
位
入
賞
を
飾
っ

た
。
田
多
井
地
区
、
小
田
多
井
地
区
は

若
い
世
代
の
台
頭
が
目
立
ち
、
特
に
倉

田
地
区
は
全
国
大
会
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
落
合
華
七
斗
さ
ん
（
中
3
）
と
上
条

康
太
さ
ん
（
高
3
）、
勇
貴
さ
ん
（
中

3
）、
統
也
さ
ん
（
中
１
）
の
3
兄
弟

は
2
年
連
続
区

間
賞
を
獲
得
し

た
。
駅
伝
大
会

を
通
し
て
、
襷

だ
け
で
な
く
地

域
の
絆
の
繋
が

り
を
感
じ
さ
せ

る
大
会
で
あ
っ

た
。

穂　

高

堀　

金
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明
科
地
域
文
化
祭
が
11
月
2
日
か
ら

4
日
ま
で
、
明
科
公
民
館
で
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
三
連
休
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

玄
関
前
に
飾
ら
れ
た
菊
は
い
つ
も
と
変

わ
ら
ぬ
芸
術
の
秋
を
演
出
し
て
い
た
。

　

正
面
玄
関
か
ら
ホ
ー
ル
に
入
る
と
、

美
し
く
飾
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ

ー
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
絵
画
や
書
の

掛
け
軸
、
地
域
の
歴
史
・
風
土
を
映
し

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
展
示
も
目
を
引
い
た
。
休

憩
が
で
き
る
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
に

こ
や
か
に
く
つ
ろ
ぐ
人
々
の
姿
が
見
ら

れ
た
。
１
、
2
階
の
各
コ
ー
ナ
ー
で
は

木
彫
・
編
み
物
・
和
裁
や
洋
服
・
織
物
・

書
道
・
写
真
・
押
し
花
絵
の
他
、
明
科

地
域
の
小
・
中
・
高
校
生
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
興
味
深
く
見
る
多
く
の
来
場

者
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

講
堂
で
は
１

日
目
、
信
州
安

曇
野
あ
す
な
ろ

の
会
に
よ
る
太

鼓
を
皮
切
り
に

「
お
楽
し
み
サ

ロ
ン
」
が
始
ま

り
、
望
月
み
ど

り
さ
ん
に
よ
る

軽
妙
な
ト
ー
ク

を
交
え
た
手
品

で
幕
を
下
ろ
し

た
。

　

2
日
目
は
「
芸
能
発
表
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。
明
北
・
明
南
小
学
校
の
金
管

バ
ン
ド
に
よ
る
力
強
い
演
奏
に
続
き
、

　

11
月
17
日
に
三
郷
郷
土
研
究
会
と
三

郷
公
民
館
の
共
催
で
、
秋
季
講
演
会
を

開
催
し
た
。講
師
の
大
澤
慶
哲
さ
ん
は
、

市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
で
給
然
寺

住
職
で
あ
る
。
今
ま
で
進
め
ら
れ
て
き

た
発
掘
調
査
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て

映
像
や
資
料
を
用
い
説
明
さ
れ
た
内
容

は
、
興
味
深
か
っ
た
。

　

5
月
に
実
施
さ
れ
た
第
5
次
調
査
で

発
掘
さ
れ
た
遺
構
は
恐
ら
く
廃
寺
の
中

心
伽
藍
の
一
部
だ
っ
た
こ
と
、
出
土
し

た
軒
丸
瓦
か
ら
飛
騨
の
寿
楽
寺
廃
寺
・

杉
崎
廃
寺
と
同
じ
工
人
集
団
と
の
関
係

が
あ
り
そ
う
な
こ
と
、
美
濃
の
弥
勒
寺

廃
寺
と
明
科
廃
寺
と
の
地
形
的
な
共
通

点
か
ら
七
堂
伽
藍
の
本
格
的
な
寺
院
だ

っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
な
ど
、
明
科

廃
寺
の
全
容
に
触
れ
る
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
明
科
と
飛
騨
国
の

つ
な
が
り
が
わ
か
っ
た
」「
地
元
の
新

し
い
歴
史
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
」

「
明
科
の
歴
史
が

古
く
、
時
代
を
超

え
て
き
て
い
る
と

感
心
し
た
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ

た
。
今
後
の
発
掘

へ
の
期
待
感
を
高

め
、
古
代
へ
の
ロ

マ
ン
を
広
げ
る
講

演
会
と
な
っ
た
。

ダ
ン
ス
や
コ
ー
ラ
ス
な
ど
各
種
団
体
に

よ
る
演
目
が
披
露
さ
れ
た
。
淡
々
と
舞

踊
を
演
じ
る
姿
に
注
目
す
る
人
々
、
出

演
者
の
家
族
や
友
人
な
ど
が
大
勢
訪

れ
、
華
や
か
な
一
日
で
あ
っ
た
。

　

3
日
日
は

静
岡
県
浜
松

市
を
拠
点
に

出
張
演
奏
活

動
を
行
っ
て

い
る
ア
マ
チ

ュ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
「
オ

ー
ケ
ス
ト

ラ
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
青
い

風
」
を
招
い

て
の
「
晩
秋

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ

た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か

ら
歌
謡
曲
、
語
り
つ
き
の
ア
ニ
メ
の
演

奏
を
は
じ
め
、
参
加
者
自
ら
タ
ク
ト
を

振
っ
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
演
奏
す
る
指

揮
者
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
盛
り
上
が
っ

た
。
3
日
間
を
通
し
て
老
い
も
若
き
も

楽
し
め
る
文
化
祭
と
な
っ
た
。

　

文
化
祭
開
催

中
、「
明
科
い
い

ま
ち
つ
く
ろ
う
か

い
!!
」
で
は
、
不

用
食
器
リ
サ
イ
ク

ル
の
無
料
提
供
と

併
せ
て
被
災
地
へ

の
支
援
金
を
募
っ

た
と
こ
ろ
、
3
万

円
近
い
善
意
が
寄

せ
ら
れ
た
。

★
千
葉
県
か
ら
移
住
し
て
、
安

曇
野
の
文
化
施
設
と
活
動
が
充

実
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
美
術
館
・
博

物
館
・
公
民
館
・
ホ
ー
ル
な
ど
が
立
派

だ
。
日
ご
ろ
開
催
さ
れ
る
美
術
展
・
歴

史
講
座
・
公
民
館
活
動
・
コ
ン
サ
ー
ト

も
良
い
が
、
特
に
今
回
の
文
化
祭
は
素

晴
ら
し
か
っ
た
。
い
い
街
だ
。（
Ｙ
・
Ｉ
）

★
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
１
年
の

目
標
を
立
て
な
が
ら
思
う
の
が
、
未
達

の
事
業
の
な
ん
と
多
い
こ
と
か
。
し
か

し
、
世
の
中
に
は
時
計
の
針
を
進
め
た

く
と
も
進
め
ら
れ
な
い
人
も
多
く
い
る

の
だ
。
今
こ
の
一
瞬
を
大
切
に
、
目
標

に
向
か
っ
て
進
み
た
い
。　
（
Ｋ
・
Ｙ
）

★
昨
年
の
台
風
19
号
の
被
害
は
甚
大
で

あ
り
、
改
め
て
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
思

い
知
っ
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
刻

も
早
い
復
興
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

防
災
マ
ッ
プ
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た

が
、
常
日
頃
よ
り
、
自
分
の
地
域
の
状

況
を
確
認
し
心
構
え
を
し
て
お
く
こ
と

が
大
事
だ
と
感
じ
た
。　
　
（
Ｈ
・
Ｎ
）

★
暦
は
令
和
に
代
わ
り
新
し
い
春
を
迎

え
る
。
人
々
の
暮
ら
し
は
、
日
々
が
同

じ
繰
り
返
し
で
も
新
し
い
出
来
事
に
出

会
う
も
の
だ
。
地
域
文
化
祭
が
各
地
で

開
催
さ
れ
、
日
頃
の
活
動
成
果
が
発
表

さ
れ
た
。
俳
句
や
短
歌
の
中
に
、
思
い

を
込
め
た
言
葉
が
あ
る
。
文
字
を
紡
ぐ

視
線
の
様
に
、
自
分
を
見
つ
め
周
り
を

見
渡
し
、
み
ず
み
ず
し
い
心
で
世
界
を

感
じ
て
い
た
い
も
の
だ
。　
（
Ｔ
・
Ｙ
）

★
恭
賀
新
年
、
ネ
ズ
ミ
年
ら
し
く
小
回

り
き
か
せ
て
、
今
年
も
公
民
館
報
を
通

じ
て
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
・
Ｔ
）

欅

明　

科

三
郷
地
域
秋
季
講
演
会

明
科
廃
寺
調
査
成
果
と
課
題


